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                           多機関共同研究用 

 
研究課題名「潰瘍性大腸炎患者の健康状態に関する観察研究」に関する情報公開 

 
１．研究の対象 

本研究の対象者は、2010年 1月から 2026年 3月の間に、名古屋医学医学部附属病
院、並びに家田病院にて潰瘍性大腸炎と診断され、本研究に文書で参加の同意をされ

た方です。 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
本研究の目的は、潰瘍性大腸炎患者及び潰瘍性大腸炎を疑う患者の健康状態や疾患の

増悪、入院や手術などの発生とその背景や治療歴について検討し、これらに関わる要

因を明らかにすることです。また、潰瘍性大腸炎の病因として腸管免疫の応答異常が

あるとされており、炎症と炎症抑制のバランスが崩れることが潰瘍性大腸炎の発症や

病態の維持に寄与していると考えられています。特に、腸内細菌叢の異常が免疫応答

の異常の原因と考えられており、治療として便移植も行われています。そこで、潰瘍

性大腸炎患者の血液や糞便、消化管粘膜組織中の炎症性サイトカインや腸内細菌叢の

解析、各種薬剤の濃度測定、抗薬剤抗体の測定、リンパ球のサブセット解析などを行

い臨床経過との関連についても検討します。 
 
研究方法： 
通常の診療として血液検査、便検査、内視鏡検査を行います。内視鏡検査時に、

通常の病理診断目的の生検に加えて、粘膜内の薬物濃度や炎症性サイトカインの

測定のため生検を数個追加します。これらの検査結果や症状の推移などと、症状

の増悪や入院、手術といったイベントの発生との関連を調べます。 

 

研究期間： 

実施承認日 ～ （西暦）2027 年 3 月 31 日 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
下記を用いて研究を進めます。 

患者一般情報（年齢、性別、身長、体重、症状、治療歴等）、血液検査結果、病理

検査結果、レントゲン画像、CT画像、内視鏡画像、疾患活動性、糞便検査等。 
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４．外部への試料・情報の提供 
該当なし 

 
５．研究組織 
 名古屋大学医学部附属病院 研究責任者 中村正直 
 家田病院 研究責任者 家田純郎 
 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下

記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じること

はありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学  

名古屋市昭和区鶴舞町 65 医系研究棟 9 階  

TEL：052-744-2172 中村正直  

 

研究責任（代表）者： 名古屋大学医学部附属病院・光学医療診療部・中村正直 


